上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　　第３５号　２００４年１０月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)

 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)・発行

　　お陰様で発刊10年、40号を迎えました。
(第１面）
9月定例議会のポイント
　　9月議会は、8日から15日までの8日間の会期で開かれました。
　　7町合併を問う住民投票条例、16年度一般会計補正予算（第2回）
　　などの審議が行われました。15年度決算審査は、12月議会に先送り
　　されました。堀内英樹は、住民投票の実施、介護保険事業の見直し、
　　公正な選挙の実現について一般質問を行いました。(2、3面に掲載)
　　16日には、合併問題調査特別委員会（第11回）が開催されました。
☆住民投票条例が成立、永住外国人や18歳以上にも資格
　◆住民投票は、7町合併に賛成か反対かを直接住民に問うため、選挙に
　　準じて行うものです。そのための法律は未制定であり、上牧町で条例を
　　制定して実施することになります。費用（634万円）もかかりますが、
　　住民にとって大事なことであり、大きな意味があると言えます。
　◆上牧町に3ヶ月以上在住する永住外国人と18歳以上の住民にも、全国
　　の通例に従い投票資格を広げました。永住外国人を加えることには、
　　賛否両論がありますが、同じ住民としてとうぜんの対応だと考えます。
　◆7町のうち住民投票の実施を予定しているところは平群、斑鳩、王寺、
　　上牧の4町です。十分な住民説明会の開催が前提となります。住民
　　投票の実施については、合併協議会が同一請求による住民発議で設置
　　された経緯から、4町同日に投票することが適切です。
☆15年度決算審査、12月議会に先送りされる
　◆上牧町9月議会は「決算議会」ともいわれ、前年度一般会計や特別会計
　　などの決算認定が行われてきました。予算が適切に執行されたかどうか、
　　決算特別委員会で審査し、次年度の予算編成にも反映するのが恒例です。
　　15年度決算については、町長の判断で12月議会に先送りされました。
　◆決算認定は、議会の監視任務の一つであり、重要な議決案件です。12月
　　でも決して違法ではありませんが、決算審査で指摘された諸課題を次の
　　当初予算に反映することは出来なくなります。17年度予算編成は、これ
　　までにない厳しさが予測され、財政再建への取り組みが待ったなしです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　堀　内　英　樹
呼びかけ：住民説明会、みんなで参加・しっかり聞こう！
（第２面）
一般質問しました
　合併協議が全国的に大詰めを迎えています。9月1日現在で
　1,968市町村が603協議会を設置（総務省調べ）、3,083ある
　市町村の64%が参加しています。条例を制定し合併を問う住民
　投票が延べ206カ所で実施されました。内訳は賛成131、反対69、開票条件が
　満たず不成立6（堀内調べ）です。こうした住民投票の結果からみると、住民
　意見は合併推進が多数を占めていることがよく分かります。但し（　）内は堀内
⑴合併を問う上牧町住民投票、どう進めるのか

 1)住民投票を選択したこと、実施する時期は
　Ｑ住民投票については、議会があるのになぜかという異論がある。634万円に
　　上る費用も要るのに、それを選択された杉田町長の見解を伺いたい。　（堀 内）
　Ａ前町長時代のアンケートでは60〜70%賛成であった。それを尊重したいと
　　思っていたが、私が町長になって色々な意見を聞いてみると、反対もあり
　　賛成もある。そこで私は、これ（判断）は住民投票しかないと考えた。（町 長）
　Ｑ今回の住民投票については、直接住民の判断を問うとの町長の考えに同感だ。
　　9月9日の読売新聞に「可決されれば年明けに実施される見通し」との記事が
　　掲載された。合併協議会の行程表では、住民説明会は9月中旬から11月末
　　までとなっている。記事内容はこれと食い違うのではないのか。
　Ａ読売新聞が来て問われたのは事実だ。あくまで住民説明会が終わらなければ、
　　出来ない。14カ所予定しており、2ヶ月では無理だと思う。だから12月にも
　　少しかかり、（住民投票は）来年の早々になるのではないかと言った。
 2)十分な住民説明会の実施、行き届いた住民投票の広報
　Ｑ合併の賛否を問う住民投票は、上牧町にとって初めての試みである。十分な
　　住民説明会を開催のうえ、住民投票についての行き届いた広報が必要だが‥
　Ａその通りである。広報については、広報誌、回覧、（防災）無線など十分活用
　　してやって行きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画創生部長）

　Ｑ住民投票には通常の選挙と大きく違う点がある。○の記号以外は無効であり、
　　投票時間は投票所が午後6時まで、期日前投票が午後5時までとなっている。
　　このほか、投票率50%以上確保されないことには開票しないなどである。
　Ａとうぜん説明会のなかでも、いま指摘されたことを十二分に説明したい。

 3)住民投票の結果尊重について、町長の見解は
　Ｑ条例では「町長は住民投票における多数の意志を尊重する」となっている。
　　この対応について町長の基本的な所信を聞きたい。
　Ａあくまで住民投票が(投票率)50%以上あって、賛成者が多ければとうぜん私も
　　賛成で、合併に向かってやって行きたい。基本的にそう考えている。　（町 長）
　Ｑ条例による住民投票は、制度上の制約からどこでも結果を「実行する」でなく
　　「尊重する」となっている。賛否14票差（長野県山之内町）というきわどい
　　事例もあり、1票差だってあり得る。僅差の場合はどうされるのか。
　Ａあくまで投票であり、選挙と同じである。勝った方が勝ちである。　　（町 長）





（第３面）
⑵介護保険制度の見直し、次期事業計画への取り組みは
　Ｑ12年度の介護保険発足から4年半が経過した。町は保険者として事業の普及
　　と推進にあたってこられた。問題点や改善すべき課題はどうか。　　　（堀 内）
　Ａ上牧町においても居宅介護支援サービスの受給者がものすごく伸びている。
　　12年度末で1,380名であったのが、15年度末で3,697名と2.7倍の伸びで
　　あり、介護度の低いところに大きな課題がある。16年度でも介護予防、地域
　　支え合い事業など国の補助事業を積極的に取り入れている。　（住民福祉部長）
　Ｑまだまだ利用者本位の制度には程遠いし、家族や事業者の都合で利用されて
　　いるのではないのか。財政的にも持続可能なものにどう育てるのか。介護予防
　　などが介護保険と一本化され、市町村の役割と権限が強化されるが‥
　Ａ14年8月に健康増進法が制定され、国で健康日本21プランが作成されている。
　　これに基づいて「健康上牧21」事業にも取り組んでいるところだ。
⑶より公正な選挙を実現させるために

 1)施設の不在者投票、「密室性」に問題あり

　Ｑ7月の参院選に際し、県内2カ所の特養ホームで偽造投票が行われた。町内で
　　県指定施設が10カ所あり、昨年6月にこの制度の「密室性」に問題がある
　　ことを指摘した。制度の改善に関し、選挙管理委員会の見解を問う。　（堀 内）
　Ａこういうことが生じたことは、大変残念だ。投票結果に少なからぬ影響がある。
　　各施設の指定や指導等については県選挙管理委員会が行っており、この制度が
　　不信感を持たれないように考えて頂きたい。　　　　　　　（行政委員会局長）
　Ｑ県内の高齢者福祉施設は132カ所、そのうち町内に7カ所ある。規模も大きく
　　入所者も大勢で、異常に際立っている。不正防止のためにはプライバシーの
　　保護を図りながら、公職選挙法の改正と運用の改善をやるしかないが‥
　Ａ私もそう思う。一日も早く改正が出来るものであれば、改正して頂きたい。
 2)町内でも「地位利用」が行われていないか、厳密な検証を

　Ｑ同じく、田原本町助役や木津町長などが、「公務員の地位利用による選挙運動」

　　違反で立件された。こうした地位利用が町内でも行われている恐れはないのか。

　Ａそんなことは一切ない。（私は）そんなことは嫌いだ。　　　　　　　（町 長）
　　ございません（行っていない）。　　　　　　　　　　　　　　　　 　(助 役)
　Ｑ「地位利用」とは、補助金などを関係団体に交付する場合や契約の締結を請負
　　業者と行う場合に、その権限に基づいて影響力を行使することとされる。また
　　町役場で指揮命令権などを使って影響力を行使する場合も、これに当たるが‥
　Ａ選挙に関与する場合に紛らわしい表現をすれば別だが、演説会で上牧町長杉田
　　　　　　　　　　　　　重雄と名乗っただけでは社会的地位の名称であり、
　　　　　　　　　　　　　地位利用にあたらない。やはり誤解のないように行動
　　　　　　　　　　　　　するのが、基本かと考えている。　　　　 　(助 役)
　　　　　　　　　　　　Ｑ町長、助役、いま一度検証して頂きたいがどうか。
　　　　　　　　　　　　Ａそういうことはしないから‥　　　　　　　（町 長）

　　　　　　　　　　　　　心したいと考えている。　　　　　　　　 　(助 役)
呼びかけ：合併・住民投票に行こう、自身で確かな意思表示を！

（第４面）
7町合併「住民説明会」が始まる
　住民発議により7町合併法定協議会が昨年6月に発足し、今年8月
　まで延べ27回の協議が行われました。堀内英樹は議会選出の委員と
　して全ての会議に参加、積極的に発言してきました。9月中旬から
　11月末まで7町の「住民説明会」が開催されます。住民に取っても
　大事な7町合併への住民の理解と意見の反映を図るためです。

(1)合併は人口減少、高齢少子に備えた「創意工夫」「生き残り」
　・人口の減少、高齢少子化は急速に進行しています。町収入が激減するなかで、
　　福祉、子育て、安全などの住民サービスを将来にわたり確保しなければなり
　　ません。7町合併はそのための創意工夫であり、生き残り作戦でもあります。
　・私たちは、これまで右肩上がりの日向道を楽に歩んできました。人口、経済
　　ともに右肩下がりに一変、日暮れが迫ってきたのです。分かれ道に差し掛かり
　　どうするか、将来を厳しく予測して生き残る道を選ぶのか、それとも現状に
　　どっぷり浸かって成り行きにまかせるのか、ここは思案のしどころです。

(2)「自分のこと」「将来の安心」のため、住民説明会に参加を
　・説明会は、上牧町が主催して14回程度、地区の公民館などで行われます。
　　合併協議で取り上げられた新市の将来像、基本施策、特色ある事業、財政計画、
　　住民負担とサービスの調整、合併への行程表など、9月号かんまき広報と同時
　　配布された「合併協議会だより特集号」を使って説明されます。上牧町として
　　独自の説明資料も併せて用意するとの方針が、9月議会で示されました。
　・7町合併は「メリット少なく、負担ばかりが増える」との主張がありますが、
　　今なお右肩上がり日向道から抜け出せない考えです。協議会会長を務める岡井
　　康徳河合町長は「合併することによって住民負担は増えるが、（合併を）思い
　　切ってやらなければ（住民負担は）もっと増える」とキッパリ断言しています。
　　私はたとえ暗やみに包まれようとも、何としも生き残りたいとの思いです。
　・時代はすでに大きく変化しており、それを踏まえない合併回避は無責任です。
　　町財政は17年度赤字転落かといわれるこの時期、みんな自分のこととして
　　合併しない選択をした場合どうなるか、説明会でもしっかり聞いてください。
　　目先の損得よりも将来の安心がより大切ではないでしょうか。

　☆説明会の日程、場所が決まり次第、ホームページで公開 


	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　　話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１



おことわり：古紙１００％の再生紙を使いっています。ご理解ください。
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